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講演要旨： 

半導体リソグラフィなどレーザー加工の分解能は光の波長に依存し、加工精度の向上のために短波長のレ

ーザー光源の開発が求められている。固体レーザー光を波長変換素子により短波長化できれば、気体レーザ

ーよりも安定でコンパクトな光源となる。この波長変換素子は、変換光の位相を整合させるために周期的に分

極反転させた構造を持つ必要があり、強誘電体結晶に外部電界を印加して分極操作することで生産されてい

る。しかし、既存の強誘電体結晶は深紫外光（波長 350nm 以下）を透過しないため、全固体深紫外レーザー光

源の開発は困難であった。 

 四ホウ酸リチウム（Li2B4O7）は真空紫外領域（180nm）まで透過する非線形光学結晶である。しかし、強誘電

性を持たず、電界印加により分極反転することはできない。そこで双晶を利用して周期反転構造を実現する方

法の開発に挑戦した。双晶粒界の面方位は、結晶成長時の固液界面によって決まる。この特徴を利用するこ

とで双晶形成を操作することができ、周期分極反転構造を作り込むことが可能になる。現在、60μm 間隔の周

期双晶の作製に成功している。反転回数を増すほどレーザー光の変換効率は向上するので、更に微細化する

ことが今後の課題である。 


